
熱海市 令和８年度主要施策（案）の概要 

★伊豆山被災地域における道路･河川整備事業の完成と「温泉リゾート熱海」に向けてスタートする年 

一般会計予算案：23９億 3,４00 万円（対前年度比４億３００万円 1.7%増） 

伊豆山被災地域の復旧・復興 

  復興まちづくり計画の推進         

・復興推進事業費 （170,143 千円） 

（被災宅地復旧事業補助金 100,000 千円、事業用地取得費 34,445 千円、工事請負費(公園整備)10,000 千円等） 

  逢初川沿い市道及び農地の再整備等 

・逢初川沿い等市道再整備に伴う経費  （254,137 千円） 

・被災農地復旧事業補助金 （153,800 千円） 

  被災者見守り・相談支援・被災者生活再建支援策の継続 

・家賃・転居・住宅再建利子・住宅等解体に係る各種支援  （38,591 千円） 

観光・経済の活性化 教育・福祉の充実 仕事・くらしの変革 
 

  「熱海観光局」の本格始動 
 

・熱海観光局運営費補助金  （548,572 千円） 
 

  旅行需要の平準化 
（市民向けプレミアム宿泊券、熱海版 GOTO トラベ

ル、平日のビジネス利用促進、インバウンド誘客の

強化等） 

  観光消費拡大と地域経済波及効果増加 
（夜の賑わい創出、地域資源の高付加価値化、花火大

会高付加価値化等） 

  観光と市民生活の調和 
（ユニバーサルツーリズムの推進、街づくりグランド

デザイン策定、市民向けエコイベントの実施等） 

 

  魅力のあるまちづくり 

・まちづくり条例改定関係経費（6,000 千円） 

・熱海港湾エリアまちづくり計画関係経費 

    （31,833 千円） 

・ライブ配信カメラ設置経費 （8,940 千円） 

・初島漁港機能強化事業   （153,000 千円） 

 

  給食費完全無償化の実施 

・幼保こども園小中学校給食無償化による保護

者負担の軽減 

（給食食材購入費負担金等）（68,067 千円） 
 

  教育環境の充実 
・中学校校舎等改修経費 

（熱海中学校、多賀中学校の屋内運動場空調 

設備設置工事等）   （124,344 千円） 
 

  子育て環境の充実 
・認定こども園開設事業経費 

((仮称) 南あたみこども園)(570,381 千円) 

・5 歳児健康診査事業      （1,012 千円） 
 

 

  高齢者の生活環境の充実 
・高齢者活動支援事業 

（いきいきポイント事業、いきいき外出支援

事業）                 （88,000 千円） 

・終活あんしんサポート事業の拡充 

（5,700 千円） 
 

 

  市民窓口の効率化と利便性の向上 

・市役所窓口業務の改善（書かない窓口） 

（マルチコピー機、セミセルフレジ、タブ

レット等システム導入経費） 

        （14,344 千円） 

  まちなか居住の推進 

・新たな住政策調査分析経費 

（5,500 千円） 

  地域資源を活用した交流促進 

・ふるさと創生事業 

（旧網代小学校利活用） （22,491 千円） 
 

  市民・観光客の安全・安心の確保 

・南熱海マリンホールの改修経費  

(LED 化・空調設備の設計)(15,213 千円) 
・同時通報用無線設備のデジタル化経費 

（119,350 千円） 

・高機能消防指令システム更新経費 

（191,284 千円） 
 

令和８年２月 
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＜令和 8 年度 各会計予算規模＞  ＜一般会計当初予算推移＞ 

会計区分 予算額 対前年度増減額 
対前年度 
増減率 

 年度 当初予算額 
対前年度 
増減率 

 年度 当初予算額 
対前年度
増減率 

一般会計 239 億 3,400 万円 +4 億 300 万円 +1.7%  H29 185 億 8,500 万円 +2.7%  R4 196 億 5,400 万円 +9.2% 
特別会計 113 億 3,520 万円 +1 億 6,710 万円 +1.5%  H30 211 億 5,000 万円 +13.8%  R5 202 億 4,100 万円 +3.0% 

公営企業会計 75 億 1,325 万円 △8 億 3,395 万円 △10.0%  R1 198 億 4,300 万円 △6.2%  R6 208 億 8,400 万円 +3.2% 
計 427 億 8,245 万円 △2 億 6,385 万円 △0.6%  R2 186 億 3,100 万円 △6.1%  R7 235 億 3,100 万円 +12.7% 

※特別会計、公営企業会計とも各会計合算額  R3 180 億       300 万円 △3.4%  R8 239 億 3,400 万円 +1.7% 
 

＜令和 8 年度 一般会計当初予算案 歳入歳出の主な概要（前年度比）＞ 

１．歳 入 
 
◆ 市 税 +1.8%（+1 億 8,536 万 5 千円） 
 ・市民税+1 億 1,177 万円、固定資産税+2,438 万 5 千円、 

入湯税+2,356 万 4 千円、宿泊税+ 6,593 万 1 千円 

 
◆ 地方交付税 +18.7%（+2 億 5,000 万円） 
 ・普通交付税の増加（普通 12 億円、特別 3.9 億円） 
 
◆ 分担金及び負担金 △63.7%（△1 億 8,453 万 7 千円） 
 ・他市町村可燃ごみ焼却処分費負担金等の減少 
 
◆  国庫支出金 +2.4%（+5,706 万 3 千円） 
 ・学校施設環境改善交付金の増加（+5,827 万 8 千円）、給食費無償化事業費

補助金の増加（+3,685 万 7 千円） 
 
◆ 県支出金 +0.1%（+193 万 6 千円） 
 ・観光施設バリアフリー化促進支援事業補助金の増加（+2,500 万円）、県議

会議員選挙委託金の増加（+1,028 万 7 千円）、統計調査費委託金の減少
（+2,176 万 6 千円） 

 
◆ 寄附金 +28.3%（+3 億 9,706 万円） 
 ・熱海ふるさとサポート寄附金の増加 
 
◆ 繰入金 △14.6%（△3 億 4,584 万 4 千円） 
 ・財政調整基金繰入金等の減少 
 
◆ 諸収入 △41.3%（△2 億 9,347 万 2 千円） 
 ・デジタル基盤改革支援補助金等の減少 
 
◆ 市 債 +10.0%（+1 億 4,460 万円） 
 ・児童福祉施設整備事業債、消防施設整備事業債、学校施設整備事業債等の

増加（+7 億 150 万円）、防災及び災害対策事業債、庁舎整備事業債、上
水道事業（一般会計出資債）、港湾整備事業債の減少（△5 億 5,690 万円） 

２．歳 出 
 
◆ 人件費 +7.3%（+3 億 2,789 万 1 千円） 
 ・給料表改定等に伴う増加 
 
◆ 公債費 △1.9%（△3,259 万円） 
 ・過去の建設事業に係る長期債元金及び利子の減少 
 
◆ 普通建設事業費 +16.8%（+4 億 29 万 3 千円） 

・補助事業費 +3,747 万 3 千円 
熱海中学校屋内運動場空調設備設置工事等の増加 
 

・単独事業費 +3 億 9,807 万 6 千円 
（仮称）南あたみこども園建設工事等の増加、（仮称）伊豆山地区コミュ
ニティ防災センターの整備工事、消防団第４分団詰所の整備工事等の減
少 

 
◆ 災害復旧事業費 △100.0%（△3 億円） 
 ・火葬場施設災害復旧工事の減少 
 
◆ 物件費 △9.6%（△5 億 3,717 万円） 
 ・旧梅園荘及び姫の沢自然の家解体経費、地方公共団体情報システムの標

準化・共通化に係る業務委託、広域火葬に係る火葬等業務委託等の減少 
 
◆ 補助費等 +24.9%（+5 億 4,881 万 6 千円） 
 ・熱海観光局運営費補助金、小中学校給食食材購入費負担金等の増加 
 
◆ 投資及び出資金 △30.7%（△1 億 268 万 7 千円） 
 ・水道事業会計への出資金の減少 
 
◆ 繰出金 +1.4%（+3,148 万円） 
 ・国民健康保険事業特別会計、介護保険事業特別会計及び後期高齢者医療

特別会計への繰出金の増加 
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(一般会計)

（単位：千円）

予算額 事業内容等

◎　伊豆山被災地域の復旧・復興

・復興まちづくり計画の推進

復興推進事業費 170,143

被災地域の宅地等の復旧、造成に要する事業費

伊豆山復興まちづくり推進懇話会委員謝礼184千円、伊豆山復興事業支

援業務委託料10,000千円、慰霊碑協議会運営業務委託料8,030千円、測

量・分筆・地積更正登記業務委託料3,200千円、工事請負費(公園整

備)10,000千円、事業用地取得費34,445千円、被災宅地復旧事業補助金

100,000千円、その他経費4,284千円

・ 逢初川沿い市道及び農地の再整備等

逢初川沿い等市道再整備に伴う経費 254,137

静岡県による逢初川改修事業と同時期に実施する市道再整備に要する

事業費

用地測量・分筆・地積更正登記業務委託料25,600千円、工事費110,000

千円、（両岸道路上流部）再整備用地取得費15,563千円、逢初川沿い

市道再整工事監理業務委託料4,840千円、積算業務委託料5,335千円、

逢初川河川改修に伴う道路等修正設計業務委託料20,482千円、工事費

（両岸道路取合外）69,000千円、用地取得費377千円、道路等補償費

2,801千円、その他経費139千円

被災農地復旧事業補助金 153,800
発災以前から耕作の目的に供され、今後も継続して耕作の目的に供さ

れる農地について、復旧に要する費用の9割を補助することにより、農

地の早期の復旧を促進し農業の維持及び安定を図るもの。

・被災者見守り・相談支援・被災者生活再建支援策の継続

家賃・転居・住宅再建利子・住宅等解体

に係る各種支援
38,591

避難生活を継続されている被災者の方々が、１日も早く伊豆山へ帰還

し生活再建に進んでいただけるように以下のとおり生活再建支援を継

続していくもの。

〇生活再建までの住居を支援する家賃補助金 6,186千円

〇恒久住宅への引越し費用を支援する転居費用補助金 6,025千円

〇住宅再建（新築、購入、修理）に係る借入れに対する利子補給金

10,016千円

〇旧警戒区域内の家屋を解体する場合に費用の２分の１を補助する解

体費用補助金 16,000千円

〇その他経費 364千円

令和８年度主要施策（案）の概要（事業説明） 〇　観光・経済の活性化

・「熱海観光局」の本格始動

「熱海観光局」運営費補助金 548,572

（一財）熱海観光局が行う観光振興施策に係る事業費と人件費などに

係る運営費に対し補助を行うもの。

〇「旅行需要の平準化」
市民向けプレミアム宿泊券 、「熱海版ＧｏＴｏトラベル」等のキャンペーン

検討、平日のビジネス利用促進とともに、台湾、タイ、アメリカ、欧米への

プロモーション強化を実施。

〇「観光消費拡大と地域経済波及効果増加」
花火の街としてのブランディング、花火大会の高付加価値化やライトアッ

プ、浴衣での街歩き施策等による夜間の賑わい創出の実施。

〇「観光と市民生活の調和」
安心して観光を楽しめるユニバーサルツーリズムの推進、DXを用いた二次交

通の実証実験、南熱海エリアグランドデザイン策定を実施。

〇「推進体制の整備」
客観的データに基づく戦略立案、ＡＩダッシュボード運用によるマーケティ

ングデータの収集・分析を実施。

 ・ 魅力のあるまちづくり

まちづくり条例改定関係経費 6,000
今般のまちづくりに関する社会情勢等の変化に対応するため、まちづ

くり条例の見直し・検討を行うもの。

熱海港湾エリアまちづくり計画関係経費 31,833

〇熱海港湾エリアでの民間投資を活用した整備を推進するため、機能

や土地利用について明確化した計画を策定するもの。熱海港湾エリア

まちづくり計画策定業務委託11,902千円

〇渚地区第4工区整備に係る事業概要設計や修景等に要する事業費

渚地区第４工区整備事業概要設計等業務委託料3,915千円、渚地区第４

工区陸上部詳細設計業務委託料16,016千円

ライブ配信カメラ設置経費 8,940

令和７年度にオーバーツーリズム対策の一環として熱海駅前及びその

周辺の渋滞状況を市民等にも常時把握できるようにするため、ライブ

カメラを設置したものに引き続き、渋滞等が想定される場所へ追加で

設置するもの。

初島漁港機能強化事業 153,000

令和4年度から令和12年度までの漁港施設機能強化事業基本計画に基づ

き、初島漁港第1防波堤の機能強化事業を実施する。漁港の被害低減、

被災後の漁業活動及び本土との移動の早期復旧、緊急支援物資の陸揚

による孤立解消のため、波浪に対する機能強化を図るもの。
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〇　教育・福祉の充実

・給食費完全無償化の実施

幼保こども園小中学校給食無償化による

保護者負担の軽減（給食食材購入費負担

金等）

68,067

国による公立小学校等の給食費無償化にあわせ、子育て支援施策とし

て、小中学校の学校給食費無償化と、現在副食費を無償化している3歳

以上児の主食費を無償化することで、実質的に未就学児の給食費完全

無償化を実施するもの。

【小中学校分 64,477千円、未就学児主食分 3,590千円】

・ 教育環境の充実

中学校校舎等改修経費（熱海中学校、多

賀中学校の屋内運動場空調設備設置工事

等）

124,344

学校活動のほか、避難所としての機能を有する学校体育館において、

国の「空調設備整備臨時特例交付金」を活用して、順次、空調設備の

整備を行うもの。令和8年度においては、熱海中学校での空調設備設置

工事、多賀中学校での設計業務委託を実施、その他として、桃山小学

校図書館棟屋根改修工事、多賀小学校・多賀中学校の防火シャッター

更新工事、多賀小学校体育館LED化工事等を実施するもの。

・子育て環境の充実

認定こども園開設事業経費

（（仮称）南あたみこども園）
570,381

認定こども園建設等工事請負費 550,000千円【債務負担行為R9：

550,000千円】及び工事監理業務委託料 20,381千円

5歳児健康診査 1,012
子どもの個々の発達の特性を早期に把握し、育児の困難さや子育てに

関する悩みなどニーズを踏まえながら、子どもとその家族を必要な支

援に繋げることで、就学以降の教育の充実を図る。

・高齢者の生活環境の充実

高齢者活動支援事業（いきいきポイント

事業、いきいき外出支援事業）
88,000

高齢者の外出や交流を促すことで生活満足度を向上させるとともに、

介護予防・フレイル予防を推進するため、流通系ICカードを活用し町

内会活動や健康づくり活動等への参加にポイント付与することで外出

機会を創出するもの。また、毎月特定日に路線バス乗り放題を実施し

高齢者の外出支援を行う。（対象者：70歳以上の市民）

終活あんしんサポート事業の拡充 5,700

身寄りのない高齢者に対し、現在,終活支援事業あんしんで行っている

葬送の手続きに加え、生前の入退院時の支援や死後の貸家の明け渡

し、家財処分などの心配事の解消による生活安心度の向上を図る。

（対象者：70歳以上の一人暮らしで支援可能な家族等がいない市民）

〇　仕事・くらしの変革

・市民窓口の効率化と利便性の向上

市役所窓口業務の改善（書かない窓口） 14,344

市民窓口の利便性向上や混雑緩和、業務の負担軽減を図るため、マイ

ナンバーカード等を基盤とするシステム・機器の導入による窓口ＤＸ

を推進する。

書かない窓口システム1,086千円、らくらく窓口証明書交付サービス

1,550千円、証明発行用マルチコピー機8,355千円、手数料収納用セミ

セルフレジ3,353千円

・まちなか居住の推進

新たな住政策調査分析経費 5,500

単身世帯や子育て世帯の住まいが不足しているなどの課題解消に向

け、本市特有の住宅事情やエリアごとの特性に応じた住政策の方向性

に基づく取組みを進めるため、現状整理を行い、居住を推進するため

の具体的施策の検討を行うもの。

・地域資源を活用した交流促進

ふるさと創生事業

（旧網代小学校利活用）
22,491

旧網代小学校施設をハブ機能の拠点として活用し、まちづくり会社を

中心に地域住民と域外の人的資源との連携を図ること、地域資源と空

間資源を活用した交流促進事業を展開し、地域課題に取り組み、持続

的な活性化を図ることを目的としている。

旧学校施設を活用したソーシャルキャピタル向けプログラムの創生、

エリアリノベーションまちづくり事業に要する事業費

・ 市民・観光客の安全・安心の確保

南熱海マリンホールの改修経費

(LED化・空調設備の設計)
15,213

南熱海マリンホールの利用者の満足度向上を図るため、スポーツホー

ル照明LED化に合わせ、設置から３５年が経過している床の全面改修

及び昨今の記録的な酷暑を凌ぐ冷暖房設備の整備を進めるために実施

設計を行うもの。

同時通報用無線設備のデジタル化経費 119,350
緊急放送等がより精度の高いものとなるよう、今後各設備等を更新し

ていくに当たり、まずは庁舎内にある放送設備のデジタル化に着手す

るもの。

高機能消防指令システム更新 191,284

24時間365日停止することなく稼働し、消防指令業務を担う高機能消防

指令システムの更新事業を令和8年度より2か年計画で実施し、迅速か

つ的確な指令業務と災害現場での活動を支援する最新技術と機能を実

装するなど、機能の向上を図り、災害時の初動体制に万全を期すも

の。
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（万円未満端数調整）　

＜令和８年度 一般会計当初予算案 歳入歳出表（性質別歳出）＞

239億3,400万円
（令和７年度当初予算に比べ4億300万円、1.7％の増）

義務的経費

42.0%

投資的経費

11.6%

その他の経費

46.4%

人件費

48億2,616万円

20.2%

扶助費

35億7,716万円

14.9%

公債費

16億5,290万円

6.9%
普通建設事業費等

27億8,054万円

11.6%

物件費

50億8,392万円

21.2%

補助費等

27億5,137万円

11.5%

維持補修費

2億4,091万円

1.0%

積立金

4億6,029万円

1.9%

貸付金

209万円

0.0%

投資及び出資金

2億3,212万円

1.0%

繰出金

22億9,654万円

9.6%

予備費

3,000万円

0.1%

歳出
(性質別)自主財源

64.9%

依存財源

35.1%
市税

106億5,830万円

44.5%

使用料・手数料

4億5,510万円

1.9%

繰越金

1億円

0.4%

財産収入、諸収入等

43億5,807万円

18.1%

地方交付税

15億9,000万円

6.6%

国庫支出金

24億4,844万円

10.2%

県支出金

13億1,294万円

5.5%

市債

15億9,690万円

6.7%

地方譲与税・各種交付金

14億1,425万円

6.1%

歳入

5/6



（万円未満端数調整）　

＜令和８年度 一般会計当初予算案 歳入歳出表（目的別歳出）＞

自主財源

64.9%

依存財源

35.1%

市税

106億5,830万円

44.5%

使用料・手数料

4億5,510万円…

繰越金

1億円

0.4%

財産収入、諸収入等

43億5,807万円

18.1%

地方交付税

15億9,000万円

6.6%

国庫支出金

24億4,844万円

10.2%

県支出金

13億1,294万円

5.5%

市債

15億9,690万円

6.7%

地方譲与税・各種交付金

14億1,425万円

6.1%

議会費・総務費

40億9,187万円

17.1%

民生費

77億9,882万円

32.6%

衛生費

27億1,887万円

11.4%

農林水産業費

4億3,701万円…

観光商工費

11億7,436万円

4.9%

土木費

29億4,187万円

12.3%

消防費

12億30万円

5.0%

教育費

18億4,499万円

7.7%

公債費

16億5,290万円

6.9%

諸支出金等

4,301万円

0.2%

予備費

3,000万円

0.1%

歳出
(目的別)歳入
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